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する 「助け合いの会」 という互助組織の取り組みを事例とし， 会の総会資料と会代表への聞き取り調査の結果から， 互助
活動の利用状況の変化とその要因について検討した。 地域社会の再生や地域包括ケアが理想とされる現代では， 互助は
「地域社会のつながり」 の象徴として理想的に語られることが多いが， 住民の低収入化が進行する住宅団地では， 住民同
士の互助活動の意義も変わってきており，それが経済的な理由によって必要不可欠なものになってきていることが示唆された。





























こっとさん」では，1 時間以内の作業は 1 回500円，30分以内の作業は200円と，料金が決
まっている（小池，2017）。
日本における有償ボランティアは，1980年代から議論されだしたもので，当初は在宅福祉，





















































（総世帯）により，世帯収入を5分位に分けたときの第 1 分位に当たる。第 2 分位は242万円
出所：荒川，1984，p.36
図 1 　年代ごとの職業階層の変化








































6 2017 年 11 月 13 日，助け合いの会代表の A 氏に聞き取り。










図 5 　助け合いの会利用件数の推移 7
図 6 　活動内容別の利用件数の推移 7





図 5 は2002年から2016年までの利用件数の推移を示している。2016年は 1 年間で457件で
あり，平均して 1 日 1 件以上の利用があったということになる。また，2012年以降に利用件
数が増加していることにも注目したい。どういった要因から2012年以降の増加があったのか























































10 『高島平二丁目団地自治会会報』第 302 号（2011 年 3 月），第 311 号（2014 年 4 月）より。
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